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こ
の
作
品
は
、
産
経
新
聞
連
載
時
は

「
天
外
の
花
」
と
い
う
題
名
だ
っ
た
ん
で

て
ん
が
い

す
。

「
天
」
は
、
天
下
と
い
う
の
を
意
識
し
た

ん
で
す
。
天
下
は
、
権
力
者
に
支
配
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
。
つ
ま
り
陸
地
で
す
ね
。

海
は
、
そ
の
支
配
の
外
に
あ
る
。
海
は
天

の
外
と
い
う
感
じ
な
ん
で
す
ね
。
そ
こ
に

は
、
と
き
の
権
力
に
縛
ら
れ
な
い
で
、
自

由
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ

ん
な
人
び
と
を
登
場
さ
せ
る
海
洋
小
説
の

つ
も
り
で
、
そ
う
命
名
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
と
、
も
っ
と
ロ
マ
ン
ス
と
い
う
か
、

恋
愛
描
写
を
多
く
す
る
つ
も
り
も
あ
っ
て
、

「
花
」
を
付
け
た
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
書
い
て
い
る
う
ち

に
、
海
商
活
動
の
ほ
う
に
ウ
エ
イ
ト
が
行
っ

ち
ゃ
い
ま
し
て
ね
、
ま
た
当
時
、
文
字
は

異
な
る
が
、
発
音
す
れ
ば
ま
ぎ
ら
わ
し
い

本
が
出
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
改
題
し
た

ん
で
す
。

「
戦
国
」
と
い
う
の
は
、
日
本
の
戦
国

時
代
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
戦
国
武
将
た

ち
は
、
明
と
の
交
易
に
よ
っ
て
、
か
な
り

み
ん

潤
っ
て
い
た
の
で
す
。

歴
代
の
中
国
が
そ
う
な
ん
で

す
が
、
通
商
と
い
う
の
は
朝
貢

ち
ょ
う
こ
う

の
形
を
と
る
ん
で
す
ね
。
あ
の

こ
ろ
も
足
利
将
軍
が
日
本
国
王

と
い
う
こ
と
で
、
明
王
朝
に
朝

貢
を
願
い
出
て
、
そ
の
許
可
証

で
あ
る
勘
合
を
も
ら
う
。
日
本

か
ん
ご
う

の
武
将
ら
は
、
そ
れ
を
自
分
が

仕
立
て
た
通
商
船
に
持
た
せ
て

明
に
派
遣
す
る
ん
で
す
。

彼
ら
は
い
ち
お
う
足
利
幕
府
か
ら
派
遣

さ
れ
た
公
式
の
使
節
で
す
か
ら
、
し
か
る

べ
き
朝
貢
品
を
北
京
の
朝
廷
に
献
上
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
見
返
り
に
何
倍
も
の
下
賜

品
を
手
に
す
る
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。
朝
貢
品
の
ほ
か
に
い
ろ

ん
な
物
産
を
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
で
、
入

港
地
の
寧
波
や
北
京
へ
の
往
来
の
途
中
な

に
ん
ぽ
う

ん
か
で
交
易
し
ま
す
。
こ
の
利
益
が
大
き

か
っ
た
ん
で
す
。

倭
寇
と
い
っ
て
も
、
実
際
の
ボ
ス
は
向

わ

こ

う

こ
う
の
貿
易
商
で
す
。
そ
こ
に
加
わ
っ
て

い
る
日
本
人
は
、
だ
い
た
い
十
の
う
ち
二
、

三
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
日
本
人
と
中
国
人
の

連
合
体
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
け
れ

ど…
。
倭
寇
の
頭
目
で
あ
る
王
直
は
新
安

お
う
ち
ょ
く

し
ん
あ
ん

の
商
人
で
す
か
ら
、
向
こ
う
の
人
で
す
。

し
か
し
、
日
本
の
五
島
に
根
拠
地
を
構
え

ご

と

う

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
手
下
に
日

本
人
が
多
く
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

■
右
は
平
戸
「
歴
史
の
道
」
の
王
直
像
。

鄭
成
功
を
書
い
た
と
き
か
ら
、
こ
の
作

て
い
せ
い
こ
う

品
の
構
想
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

海
禁
の
明
の
時
代
に
も
私
貿
易
を
通
じ

て
、
日
中
間
の
交
流
、
人
の
往
来
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
、
鄭
芝
竜
・

て
い
し
り
ゅ
う

成
功
親
子
よ
り
前
の
時
期
に
遡
っ
て
、
こ

の
こ
と
を
書
こ
う
と…

。

海
商
で
あ
れ
倭
寇
で
あ
れ
、
自
由
に
双

方
の
人
び
と
が
往
き
来
す
る
。
そ
の
世
界

が
海
な
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
の
世
界
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
は
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
時
代
で

す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
い
ら
な
い
世
界
が
実

現
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

■
陳
舜
臣
さ
ん
に
は
、
鄭
芝
竜
を
描
い
た

『
風
よ
雲
よ
』(

一
九
七
三
年

中
央
公
論

社)

と
、
鄭
成
功
を
描
い
た
『
旋
風
に
告

げ
よ
』(

一
九
七
七
年

講
談
社)

が
あ
り

ま
す
。

新
聞
連
載
時
の
題
名
は
「
天
外
の
花
」単行本表紙

倭
寇
の
頭
目
、王
直

海
洋
は
自
由
な
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
世
界 lagattina.exblog.jpより



［講談社文庫版『戦国海商伝』キャッチコピーより］
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『戦国海商伝』 時代背景と主な登場人物

■
物
語
は
、
一
五
二
三
年
、
交
易
権
を
め
ぐ
っ
て
大
内
氏
と
細
川
氏

が
争
っ
た「
寧
波
の
乱
」
で
始
ま
り
、
一
五
五
五
年
の「
厳
島
の
合
戦
」

に
ん
ぽ
う

い
つ
く
し
ま

で
終
わ
る
。
舞
台
の
多
く
は
明
国
で
あ
る
が
、
大
内
、
尼
子
、
毛
利
、

み
ん

陶
な
ど
西
国
の
大
名
、
武
将
の
勢
力
争
い
の
記
述
が
挟
ま
れ
て
物
語

す
えは

進
み「
厳
島
の
合
戦
」
で
一
つ
に
な
る
。

●
立
花
佐
太
郎

主
人
公
。
父
は
堺
の
商
人
・
立
花
玄
島
。
七
歳
の
と

き
、「
学
問
の
た
め
」
、
細
川
氏
が
仕
立
て
た
遣
明
船
で
明
国
へ
。
寧
波

み
ん
こ
く

に
着
く
な
り「
寧
波
の
乱
」
に
遭
遇
、
范
欽
に
か
く
ま
わ
れ
る
。
以
後
、

は
ん
き
ん

蘇
州
な
ど
で
明
国
暮
ら
し
が
続
く
。
華
佐
律
と
名
の
る
。

か

さ

り

つ

●
入
江
信
吉

安
芸
の
国
、
入
江
の
出
身
。
毛
利
元
就
の
小
姓
役
を

こ
し
ょ
う

務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
毛
利
第
一
で
行
動
し
て
い
る
。
佐
太
郎
よ
り

十
六
歳
年
長
。
既
に
、
長
く
明
に
滞
在
。
江
新
風
と
名
乗
っ
て
い
る
。

こ
う
し
ん
ふ
う

●
朝
倉
青
峰

絵
師
。
博
多
の
出
身
。
大
内
家
が
日
本
の
覇
者
に
な

る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
る
。
既
に
、
明
に
長
く
滞
在
。

●
祝
一
魁(

し
ゅ
く
い
っ
か
い)

佐
太
郎
に
棒
術
を
教
え
る
。

●
翠
媛(
す
い
え
ん)

父
が
死
に
、
伯
父
・
祝
一
魁
の
娘
と
し
て
暮
ら

し
て
い
る
。
一
魁
の
棒
術
の
助
手
。

●
張
銘(

ち
ょ
う
め
い)

し
ば
し
ば
日
本
に
渡
り
、
日
本
滞
在
の
経

験
も
あ
る
。
佐
太
郎
の
学
問
の
師
。
自
由
に
日
本
語
を
話
す
。
范
欽

の
蔵
書
収
集
・
購
入
を
担
当
し
て
い
る
。

●
程
籍(

て
い
せ
き)

琉
球
出
身
。
自
由
に
日
本
語
を
話
す
。
佐
太

郎
に
拳
法
を
教
え
て
い
る
。

●
銭
談(

せ
ん
だ
ん)

被
差
別
集
団
、
九
姓
漁
戸
。
舟
山
の
近
く
、

き
ゅ
う
せ
い
ぎ
ょ
こ

桃
花
山
の
網
元
。

●
若
藻(

じ
ゃ
く
そ
う)

銭
談
の
娘
。

●
陶
光(

と
う
こ
う)

一
線
光
と
も
称
す
る
。
天
気
が
読
め
る
。
す

い
っ
せ
ん
こ
う

ぐ
れ
た
船
乗
り
。

●
王
直
（
お
う
ち
ょ
く

汪
直
と
も
）

五
峰
と
称
す
る
。
実
在
の
人

ご

ほ

う

物
。
貿
易
商
人(

海
商)

で
、
浙
江
省
の
舟
山
諸
島
を
本
拠
地
、
日
本

し
ゅ
う
ざ
ん

の
五
島
や
平
戸
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
倭
寇
の
頭
目
。

●
范
欽(

は
ん
き
ん)

号
は
東
明
。
寧
波
の
名
家
。
進
士
。
各
地
の
長

官
を
歴
任
し
、
国
防
次
官
で
退
任
、
蔵
書
楼「
天
一
閣
」
を
建
て
る
。

●
曽
伯
年(

そ
う
は
く
ね
ん)

明
国
随
一
の
富
豪
。
福
建
泉
州
府
、

九
日
山
に
あ
る
別
荘
添
花
堂
の
主
。
明
王
朝
か
ら
迫
害
さ
れ
た
人

て
ん
か
ど
う

た
ち
を
糾
合
、
王
朝
打
倒
の
野
望
を
持
つ
。

●
慈
姑(

じ
こ)

蘇
州
の
甘
棠
庵
の
庵
主
。
曽
伯
年
と
佐
太
郎
の
つ

か
ん
と
う
あ
ん

な
ぎ
役
と
思
え
る
が
、
自
身
の
意
思
も
感
じ
ら
れ
る
。

●
朱
紈(

し
ゅ
が
ん)

江
蘇
省
呉
県
の
人
。
倭
寇
討
伐
に
大
き
な
戦

果
を
上
げ
た
が
、
密
貿
易
に
よ
り
利
益
を
得
て
い
た
勢
力
の
反
感
を

買
い
、
豪
商
ら
の
画
策
に
よ
っ
て
弾
劾
を
受
け
、
憤
っ
て
服
毒
死
。

●
兪
大
猷(

ゆ
た
い
ゆ
う)

福
建
泉
州
府
の
人
。
倭
寇
を
討
っ
て
功

あ
り
、
明
史
に
武
名
を
残
し
た
名
将
。
同
作
品
で
は
、
祝
一
魁
に
棒

術
を
な
ら
う
。

●
戚
継
光(

せ
き
け
い
こ
う)

山
東
登
州
衛
の
人
。
倭
寇
鎮
圧
に
勇

名
を
馳
せ
た
。
兪
大
猷
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
。

●
嘉
靖
帝(

か
せ
い
て
い)

位
一
五
二
一
～
六
六
。
道
教
を
狂
信
し

日
夜
祭
祀
を
行
い
、
政
治
は
大
学
士
厳
嵩
任
せ
に
す
る
。

●
厳
嵩(

げ
ん
す
う)

君
寵
を
ほ
し
い
ま
ま
に
政
治
を
専
断
。
賄
賂

政
治
を
お
こ
な
う
。

■
「
厳
島
の
合
戦
」
に
は
、

明
国
か
ら
来
た
唐
船
三

艘
が
加
わ
っ
て
い
た
。

乗
組
員
は
、
銭
談
が
指

揮
す
る
桃
花
山
党
の
面
々

で
あ
る
。

「
佐
太
郎
の
船
に
は
、
新

吉
と
青
峰
が
乗
っ
て
い
る
。

陶
光
の
船
に
は
、
祝
一
魁

が
い
た
し
、
銭
談
の
船
に

は
程
籍
が
い
た
。
」

佐
太
郎
人
脈
の
総
勢
が

集
結
し
、
こ
こ
に
、
毛
利

と
陶
の
決
戦
の
幕
が
切
っ

て
落
と
さ
れ
る
。

主
な
登
場
人
物

上巻 戦国乱世の日本。天下を狙う群雄が軍資金づ

くりの密貿易にはしっていた

ころ、中国には明朝打倒に燃

える豪商の集団があった。彼

らは水上生活者に身をやつし、

倭寇と組んで着々勢力を扶植

する。奇しき人生を生きる毛

利の落し子の運命を軸に、中

国と日本をむすぶ戦国の水脈

を描く海洋歴史ロマン。

講談社文庫版(上)表紙 →

下巻 毛利元就の落し子佐太郎は、中国有数の豪商
もとなり

曽伯年から明朝打倒の支援を

頼まれた。陰謀うずまく激浪

のただなかに、いやおうなく

引きこまれる海の男たちの宿

命。国禁を破って活況をてい

する日明貿易の裏にうごめく
にちみん

影は？時代をつき動かす歴史

のダイナミズムをとらえた激

動の海洋大ロマン！

講談社文庫版(下)表紙 →

厳島合戦図 hikog.gokenin.com より



新安商人の名は、古く、安徽省、浙江省の省界
しんあん あ ん き

地方にあった新安郡に由来する。徽州商人ともい
きしゅう

う。新安の名は、現在、新安江という川の名に残っ

ている。新安商人は山西商人(山西省出身の商人集
さんせい

団)と勢力を競い合ったが、特に、両淮(淮河流域)
りょうわい

の塩業を抑えてから急速に勢力を伸ばした。

新安地域には、墨、硯の産地として有名な歙県、
きゅう

紅茶で知られた祁門県などがある。新安は山間部
キーモン

であるが、船運を利用し、新安江、富春江、

銭塘江と下り杭州に出ることができ、交通の便は
せんとうこう

すぐれていた。

商業活動の分野は、行商から大規模な貿易まで

広かった。特に、貿易では、許棟、王直、徐海な
きょとう

どが有名である。

『曼陀羅の人』を扱った本通信No.21で触れたが、

空海一行は、漂着した福建省から、山越えで浙江

省に入り、上の地図の富春江を下り杭州に出てい

る。

范欽(号は東明)は実在の人物である。
はんきん

佐太郎は、寧波に着くなり「寧波の乱」に遭遇、范邸

にかくまわれる。のち、蘇州に住むようになるが、住

居は范氏の持ち家のようだった。というように、

范欽との親しい付き合いが続く。

范欽は進士に及第、各地の長官

を歴任するが、蔵書楼をつくるという

夢を持っていて、国防次官を最期に

官を退く。

陳舜臣さんは、『戦国海商伝』

で、「天一閣」という章を設け、

「この寧波の范邸の蔵書楼を、国

家法制化の研究所にするのが、范

東明の宿願であった。」と記述し

ている。陳さんの思い入れが読み

取れます。

「天一閣は現存し、いまは寧波市

の重要な観光資源となっている。」

2021.7.20 陳舜臣さんを語る会通信 NO.42 ＜３＞

『戦国海商伝』 いくつかの補足

《１．新安商人とは 》 《2．范邸の天一閣 》

「南國書城 天一閣」

この頁、画像は全て編

集委員の撮影

「天一閣」主屋 ↑

「珍本、善本の数は七万

余巻、空前のコレクショ

ンである」 書棚 →

范
邸
の
庭
の
范
欽
像

編集委員作成



2021.7.20 陳舜臣さんを語る会通信 NO.42 ＜ ４ ＞

『天外の花』掲載紙産経新聞の連載予告記事(1988.8.10)及び連載第１回

講談社文庫『戦国海商伝』「あとがき」から引用。

本書には、琉球国の進貢使が北京へむかうのに、

主人公がそれについて行く場面がある。

私はどうしても琉球を舞台に歴史小説を書いてみ

たかったが、準備不足のため先にのばしてきた。こ

の『戦国海商伝』では、せめて琉球の使節と同行す

るくだりを入れたわけである。

縁というものであろうか、その後まもなくＮＨＫ

の大河ドラマの原作として、琉球を舞台にした小説

を書くことになった。 (下線は編集委員の加筆)

1993年放映、ＮＨＫ大河ドラマ『琉球の風』です。

ところで、『戦国海商伝』に琉球人程籍を登場さ

せたり、主人公佐太郎に、大内氏などが仕立てた日

本の進貢使節ではなく、琉球国の使節に同行させて

いるところに、陳舜臣さんの琉球への思い入れの強

さがうかがえます。

当時、日本からの進貢使節は寧波から、琉球国の

使節は福州から北京を目指しますが、大運河を利用

することは同じでした。

江蘇省淮安(淮陰)の「清江浦石碼頭記」に、
わいあん わいいん せ い こ う ほ せ き ま と う き

「明代の中葉、黄河の流れが淮河を奪った後、淮
わ い が

安より北の京杭運河では、水量が不足し、運航に時
けいこう

間がかかるだけでなく危険であった。それ故、糧米

を運ぶ漕船と運河を巡行する官舫を除き、北をめざ
かんぼう

す者は皆、ここ淮安の石碼頭で、舟を舎て、陸に登
す

り、黄河を渡ってから、王家営で車馬に乗り、陸路、

京（北京）へと旅をつづけた。」とあります。

陳さんの描く琉球の進貢使も、淮安からは陸路北

上したのでしょうか。

『戦国海商伝』 いくつかの補足（続）

《3．佐太郎、琉球国進貢使節に同行し北京へ 》

初出は、産経新聞、1988年8月15日～89年
9月15日、朝刊の連載小説で、題名は「天外の

花」でした。下は、連載第一回。上の記事は、8

月10日の夕刊です。
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